
立田山で発生したヒラタケ白こぶ病 
    

小坂 肇・宮崎和弘・高畑義啓・末吉昌宏 
 

 ヒラタケ白こぶ病に罹病したヒラタケには、病原センチュウであるヒラタケシラコブセンチュウと媒介昆虫である

ナミトモナガキノコバエの幼虫が生息している。ヒラタケ子実体の崩壊後、病原センチュウはヒラタケから脱出して

キノコバエに寄生する。そして、羽化したキノコバエによって病原センチュウが健全なヒラタケに伝播されて本病の

発生を繰り返す。すなわち、ヒラタケ白こぶ病はヒラタケシラコブセンチュウがナミトモナガキノコバエによって媒

介されて発生するヒラタケの感染病害である。本病による被害は、特にヒラタケを原木栽培したときに激しく、効果

的な防除方法の開発が求められている。九州支所立田山実験林内で、本病の発生の有無を調査した。 

                                                                  

研究の方法：ヒラタケ及びウスヒラタケの菌糸が蔓延し

たおが屑米ぬか培地を 2009 年 12 月下旬に九州支所立田

山実験林内の 2 ヶ所の土壌表面に固めて置いた。適宜、

ヒラタケ及びウスヒラタケとヒラタケ白こぶ病の発生の

有無を観察した。本病の発生が見られた場合、一部を回

収してコブ内のセンチュウの有無や子実体内のキノコバ

エ幼虫の有無を観察した。キノコバエの幼虫がいた場合、

ヒラタケあるいはウスヒラタケの子実体ごと滅菌したお

が屑の上に置き、成虫を羽化させた。キノコバエが羽化

した場合、解剖してセンチュウの寄生の有無を調べた。 

 

結果の概要：2010 年 1 月上旬に実験林内の 1 ヶ所でヒラ

タケ子実体の発生を確認した。2010 年 2 月上旬から中旬

にかけて実験林内の 2 ヶ所でヒラタケ白こぶ病に罹病し

たヒラタケ及びウスヒラタケ子実体を確認した(写真－

1)。子実体にできたコブを解体したところ、センチュウ

の雌成虫が生息していた(写真－2)。発育の進んだセンチ

ュウ雌成虫は産卵し、幼虫が孵化していた。コブができ

ていた子実体にはキノコバエの幼虫が生息していた。子

実体ごとキノコバエ幼虫をおが屑上に置いたところ、

15℃では約 15 日後、20℃では約 10 日後に成虫が羽化し

た(写真－3)。羽化したキノコバエ成虫を解剖したところ、

センチュウの寄生が見られる個体があった。キノコバエ

成虫に寄生したセンチュウは雌成虫で、産卵している 

写真－1 ヒラタケ白こぶ病（矢印）に罹病したヒラタ

ケ 

場合が多かった。子実体のコブに生息しているセンチュ

ウもキノコバエに生息しているセンチュウも Tylenchida
目 Sphaerularioidea 上科のセンチュウであった。 
 ヒラタケ白こぶ病は病原生物のヒラタケシラコブセン

チュウが媒介昆虫であるナミトモナガキノコバエによっ

て伝播されて発生するとされる。今回の観察でも、罹病

した子実体にセンチュウとキノコバエ幼虫が確認でき、

また、羽化したキノコバエにセンチュウの寄生を確認し

た。このことはヒラタケ白こぶ病の生態的な発生機構と

一致した。現在、この観察で確認したセンチュウとキノ

コバエの種の同定を進めている。 
 

  

写真－2 こぶの中に生息していたセンチュウ 

 

 

写真－3 ヒラタケ白こぶ病に罹病したキノコから羽化

したキノコバエ
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